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（14）私にとっての SDGs
―自動車塗装のカーボンニュートラルを考える会と歩んだ 4 年間―

奴間　伸茂 *1

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*1　塗料塗装技術研究所　代表（元 関西ペイント）

1．はじめに ―私にとっての「最重要 SDGs」
　私は 2022 年春から、「自動車塗装の CN（カーボン
ニュートラル）を考える会」（以下、CN 研究会）と
歩んできた。
　CN 研究会は、トヨタ自動車をはじめとする日本の
乗用車メーカー 8 社によって構成され、自動車塗装工
程におけるカーボンニュートラル（CN）の実現を目
指して、各社の枠を越えて議論を重ねてきた研究会で
ある。この研究会が（一社）日本塗装技術協会に設置
されたことから、私は協会を代表する立場で、その活
動に参加することとなった。
　メンバーの全員が自動車メーカーの技術者であるな
か、私はただ一人、自動車メーカー以外の出身者であっ
た。私は 1972 年から 2011 年まで塗料メーカーに勤務
し、主として塗料用樹脂の研究・開発に携わってきた。
その間、塗料の高性能化とともに、低 VOC 化、水性化、
ハイソリッド化など、環境適合型塗料の開発にも取り
組んできた。
　その私にとって、CN 研究会への参加は単なる協会
活動ではなかった。長年取り組んできた「塗料と環
境」という課題を、今度は自動車塗装システム全体と
いう、より大きな視点から考える機会となったのであ
る。したがって私は、CN 研究会とともに考え、2050
年の CN 実現を目指すことを、「私にとっての最重要
SDGs」と位置づけてきた。
　2026 年 6 月 26 日に開催された（一社）日本塗装技
術協会 2026 年度第 1 回講演会は、CN 研究会が約 4
年間にわたって積み重ねてきた活動の一つの集大成
であった。本稿では、その成果を振り返りながら、一
人の塗料技術者として、この活動から何を学び、何を
次世代に残したいと考えるに至ったかを記しておきた
い。

2．自動車塗装の CN は「塗料だけ」では達成
できない

　CN 研究会に参加して、私が改めて強く認識したこ
とがある。それは、自動車塗装の CN は、塗料技術だ
けでは達成できないということである。
　従来、塗料技術者は、塗膜性能、外観、耐久性、塗
装作業性などを向上させながら、水性化や低 VOC 化
を進めてきた。これはもちろん重要であり、今後も継
続しなければならない。しかし、CN という視点から
塗装工程を見ると、問題の構造はそれほど単純ではな
い。

　塗装工場では、前処理、電着、中塗り、上塗り、乾
燥、空調、ブース運転など、多くの工程でエネルギー
が消費されている。特に塗装ブースの温湿度管理や乾
燥炉には大量のエネルギーが必要である。したがって、
塗料の CO2 排出量だけを減らしても、塗装システム
全体として最適化されなければ、真の CN には到達で
きない。
　ここに CN 研究会の大きな意義があった。研究会で
は、自動車メーカー各社が長年蓄積してきた経験や知
見を持ち寄り、「どこでエネルギーを使っているのか」

「何を変えれば CO2 を減らせるのか」を工程横断的に
検討した。つまり、塗料、塗装設備、工程、エネルギー
を一つのシステムとして捉えることが、CN への出発
点となったのである。これは私自身にとっても大きな
発想の転換であった。

3．WG 活動が明らかにした CN への道筋
　CN 研究会では、課題をいくつかのワーキンググ
ループ（WG）に分け、具体的な検討を進めてきた。
2026 年 6 月 26 日の講演会で報告された各 WG の成果
を通して見えてきたのは、CN を実現するためには「一
つの革新的技術」を待つのではなく、現在利用可能な
技術を着実に積み上げながら、塗装システムそのもの
を変革していく必要があるということであった。
　第一に重要なのは、塗装工場におけるエネルギー使
用実態を正しく把握することである。CN を議論する
ためには、まず CO2 排出量を定量化しなければなら
ない。どの工程がどれだけエネルギーを使用し、どこ
に削減余地があるのか。それを共通の尺度で「見える
化」することが、メーカーの違いを越えて議論するた
めの基盤となった。
　第二は、乾燥・硬化工程の低温化、省エネルギー化
である。自動車塗装では、塗膜形成のために複数回の
加熱・乾燥工程が必要となる。したがって、焼付温度
を下げる、乾燥時間を短縮する、さらには工程そのも
のを統合・削減することができれば、大きな CO2 削
減につながる。ここでは塗料技術の役割が極めて大き
い。低温硬化型樹脂・架橋技術、短時間硬化技術、ウェッ
ト・オン・ウェット工程などを発展させることにより、
従来当然と考えられてきた乾燥工程を見直す可能性が
生まれる。
　第三は、塗装ブースおよび空調に要するエネルギー
の削減である。塗装品質を安定させるためには温度・
湿度・清浄度の管理が必要である。しかし、そのため
に大量の空気を処理し続ける現在のシステムは、CN
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の観点から見れば大きな改善対象でもある。ブースの
コンパクト化、循環空気の活用、必要な場所だけを制
御する局所空調など、設備側からの革新が不可欠であ
る。
　そして第四に、材料・工程・設備を個別に最適化す
るのではなく、全体最適として塗装システムを再設計
することの重要性が示された。これは CN 研究会が残
した最も重要な考え方の一つであると私は考えてい
る。

4．「塗料技術者」の視点から見た CN
　私は塗料用樹脂の研究者として長く仕事をしてき
た。その経験から CN 研究会の議論を見ると、塗料に
求められる役割も大きく変わりつつあると感じる。
　かつて塗料開発では、「より美しく」「より強く」「よ
り長持ちする」塗膜を作ることが主要な目標であっ
た。その後、環境問題への関心が高まり、水性化、低
VOC 化、ハイソリッド化などが重要なテーマとなっ
た。そして現在、さらに新しい評価軸が加わった。そ
の塗料を使用することによって、塗装工程全体の CO2

をどれだけ減らせるかという視点である。
　例えば、塗料そのものの製造時 CO2 排出量が多少
増加したとしても、その塗料を用いることで焼付温度
を大幅に下げられ、塗装工場全体のエネルギー消費を
減らせるのであれば、システム全体では大きな CN 効
果を生み出す可能性がある。逆に、塗料単体では環境
負荷が小さく見えても、塗装時に大量の空調エネル
ギーや乾燥エネルギーを必要とするなら、必ずしも
CN に優れた塗料とは言えない。
　ここに、これからの塗料開発に必要な発想がある。

「塗料を開発する」のではなく、「塗装システムを成立
させる材料を開発する」のである。私はこの考え方こ
そ、CN 時代に塗料技術者が持つべき重要な視点では
ないかと考えている。

5．競争から「協調」へ
　CN 研究会の活動を振り返って、もう一つ強く感じ
ることがある。それは、自動車メーカー 8 社が企業の
壁を越えて同じ課題について議論したこと自体が、大
きな成果であったということである。
　自動車メーカー各社は、本来市場では厳しい競争関
係にある。塗装技術も各社の品質や生産技術を支える
重要な競争領域であり、その技術情報を共有すること
は決して容易ではない。しかし、CN は一企業だけで
解決できる問題ではない。地球環境という共通課題に
対しては、競争すべき領域と協調すべき領域を分ける
必要がある。
　エネルギー使用量の評価方法、CO2 排出量の考え方、
CN に向けた技術課題などについて共通認識を形成す
ることは、日本の自動車産業全体の競争力を高めるこ
とにもつながる。私は、この「競争と協調の両立」こ
そ、CN 研究会が示したもう一つの重要な成果である
と考えている。
　さらに、この協調の輪は自動車メーカーだけで完結
するものではない。塗料メーカー、設備メーカー、素

材メーカー、エネルギー関連企業、大学・研究機関な
どが加わり、産業横断的な連携へと発展させていく必
要がある。（一社）日本塗装技術協会には、そのため
の「場」を提供する役割があると考えている。

6．2050 年へ ―技術者として次世代に伝えた
いこと

　2050 年の CN 実現までには、まだ多くの課題が残
されている。再生可能エネルギーへの転換、電化、水
素利用、塗装工程の抜本的簡素化、新しい塗膜形成技
術など、これから解決しなければならない課題は多い。
　しかし、CN 研究会の約 4 年間の活動を通して、私
は一つの確信を持つようになった。CN は、何か一つ
の画期的技術によって突然実現するものではない。現
在の技術を一つひとつ改善し、それらを組み合わせ、
さらに工程全体を見直していく。その地道な積み重ね
の先に、初めて CN という大きな目標が見えてくる。
　私は 1972 年以来、半世紀以上にわたって塗料技術
に関わってきた。その間、塗料は大きく変わった。し
かし、技術開発の本質は変わっていないと思う。現場
をよく見ること。数字で事実を把握すること。既存の
常識を疑うこと。異なる分野の技術者と議論すること。
そして、次の世代により良い技術を残すこと。CN 研
究会の活動は、私に改めてそのことを教えてくれた。
　若い技術者の皆さんには、CN を単なる「環境規制
への対応」と考えてほしくない。CN は、自動車塗装
という 100 年以上続いてきた生産技術を、根本から考
え直す機会でもある。そこには、新しい塗料、新しい
樹脂、新しい硬化技術、新しい塗装方法、新しい設備、
そして私たちがまだ想像していない塗膜形成技術が生
まれる余地がある。CN は制約ではなく、技術革新へ
の挑戦なのである。

7．おわりに ―私にとっての SDGs
　2022 年春に CN 研究会と歩み始めてから約 4 年が
経過した。自動車メーカーとは異なる立場から参加し
た私にとって、この研究会は、自らの技術者人生を振
り返る貴重な機会にもなった。
　1970 年代から今日まで、私は塗料という材料を通
して環境問題と向き合ってきた。VOC 低減、水性化、
省資源化、長寿命化――時代ごとに言葉は変わって
も、その根底にあったものは、「より少ない環境負荷
で、より大きな価値を生み出す」という技術者の使命
であったと思う。そして、その延長線上に CN がある。
　2050 年、私はこの目標の到達点を見ることはでき
ないかもしれない。しかし、技術とは、一人の技術者
の人生の中だけで完成するものではない。先人から受
け取った知識と経験に、自分たちの時代の成果を加え、
それを次の世代へ渡していく。その連続によって技術
は進歩する。私が CN 研究会とともに考えてきたこと
も、その小さな一つであればよいと思っている。
　2026 年 6 月 26 日の講演会は、CN 研究会にとって
一つの節目であった。しかし、CN への挑戦そのもの
が終わったわけではない。むしろ、ここからが本当の
出発点である。
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　自動車メーカー、塗料メーカー、設備メーカー、素
材メーカー、そして研究者・技術者が、それぞれの専
門性を持ち寄りながら、2050 年という共通の目標に
向かって歩み続ける。その歩みのなかで、（一社）日
本塗装技術協会が人と技術を結びつける場であり続け
ることを願っている。

　そして私自身も、塗料技術者として培ってきた知識
と経験を次世代に伝えながら、可能な限りこの歩みに
加わり続けたい。それが、半世紀以上にわたって塗料
技術に携わってきた私にとっての、「SDGs」なのであ
る。




